高橋貴教授と愛知大学 by 河野 眞
地域政策学ジャーナル
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民具陳列室（5号館 3階）の展示風景　2004 年 
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室「研究報告」第 1輯　2006 年 3 月
　『扇の文化』高橋貴（編著）あるむ　2011 年



































































































































































































2002 年 4 月に発足し，院生の入学者は以後，毎年，









































2009 年 5月 23日
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地域政策学ジャーナル，第 7巻 第 2号
 
焼物の実習で土練り（菊練り）初級を経験





模型製作の発表会　2017 年 1月 7日
 
間瀬友恵講師の指導で機織り実習
2013 年 4月 20日
焼物の実習で課程履修者がつくった箸置きとぐい飲み
2009 年度
模型完成まじか 懇親会 2013 年 12 月 27 日
 正面：亀井 隆社長 　右から４人目：高橋教授
右端：岡本靖生さん　  
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高橋さんは，7年ほど前から「日本展示学会」の
会長でもある。文化人類学者，梅棹忠夫が新しい分
野として提案して育成してきた学会で，歴代の会長
は錚々たる学究である。愛知大学では，地域政策学
部の新設と共に，新井野教授など設置にかかわった
同僚に誘われて同学部の創設にたずさわった。豊橋
校舎への愛着もあったのだろう。同学部が活力があ
るのは大学にとっては大きなプラスである。そして
この三月に高橋貴教授は定年であるが，その活動の
蓄積は今後も活かされるだろう。また文化人類学と
博物館学の専門家としてまだまだ意欲的であるのは
嬉しいことである。
